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昨年暮れに教務担当の方を中心にした塁学部と教養部
の教官の懇談会;こi苦露させて戴いた。拝帯、した話のやで
もっとも印象に残ったことは，入学試験と学生の気質の
問題である。
医進課程の進学者は，本学の中でも握めて成績憂秀な
ことは疑いない事実である。そして，とくに共通一次試
験などにおいて高い点をとるためには，短時開の関iこ思
考を進め結論を出すこと，できるかできないかの取捨選
択をすばやく下すこと，などの才能にすぐれていなけれ
ばならない。しかし，このような能力に秀でていること
が果して，将来屋学者としてあるいは医師としてよいこ
とであろうか。
まず，運と鈍と設が身上といわれる研究者とは余り関
係なさそうである。研究，特に基礎軍学主どでは，しつ
こく一つのことに執着して往事を持し進めて行くことこ
そ何物にも増して一番大切な素質であることは言うまで
もない。
次に， sif師として辻どうであろうか。もちろん医者と
はいってもその仕事の分野は千差万別で、あるから一概に
は言えないであろう。しかし，人間という不可解な生き
物を扱うとき，塁学はコンピューターのように立ち所に
解答を51き出せる迂ど完成された学問で主いこと辻明ら
かである。医師というものは一生涯症用問題を解いて行
かねばならぬ職業であると思う。このような立場の入筒
に上述のような才龍は何程かのメリットがあるだろう
七、。
以上のように考えると，優秀な学生達が揃っている筈
だと単純に楽観して期待することはできない。
医進課程の学生は，なるべく楽に単位をとれる教官の
課自に集中する領自が自立っとの話もあった。これもな
るほどと患われる事柄である。計算高いということに関
しては，私も 2，3年前に専門課程のガイダンスで，卒
業したら各月どれ位収入が期待できて，どれ位体みがと
れるかという学生のアンケート調査結果からの費聞を受
けて驚いたことがある。
更に，常庁ないことは，俺達は彊秀だということを鼻
にかけて，他学部の学生を馬鹿にする者も少くないとの
事である。 f可という心の貧しさであろうか。
いくらかは，以上のような嵐瀬のあることは予想して
いたが，現実に名々と指請されてみると私iこはショック
であった。
共通一次にしても，医学部卒業後の医師国家試験にし
ても，いわゆる「考える塁師，医学者」の育成にそぐわ
ない弊害の多いことは誰しも認める所であろう。その是
正を求める声も強いが，具体策となると現実には誌とん
ど何もないと言って過言ではない。私共にとって重要な
こと泣，まず第 lにこのよう丘学生の現状をよく認識す
ることであろう。考えてみれば，学生も一種の被害者で
あ予，現在のような試験制度の下でよい成擦をあげるた
めには，ゆとりのない性落と性状の人間が多くなること
も当然である。試験が人間の能力，とくに全人格を評伍
できるものではないことを自覚させること，よい医師と
言うものは何よりもまず人諮であり，人間教育を医進課
程のうちから本学の教官も参加すべきではないかとの意
晃も出された。
明るい話題がなかった訳でもない。教養部で行われて
いる総合講義には，かなりの医進課程の学生が熱心に出
庫するという。斬新な話題iこ対しては知的欲求の証盛な
学生も決して少くないということである。
少し飛躍するが，私はー持皇室んに言われた「基礎軍学
振興Jという言葉が嫌いである。科学の世界というもの
は， 1可の理屈もなく無条{牛で，知性の感触を通して人間
を引きつけるものである。それは援輿というかけ声によ
って盛んにしなければならぬようなひ弱なものではない
し，あってはならない。科学の進歩は，無数の人々のこ
のような探求心から生れてきた。私はよく学生に言うの
であるが，本学の学生あるい辻百本の医学生が一人も基
礎医学を志してこなくても，世界のこの領域の進歩iこ辻
何程の影響もないだろう。しかし，本学の学生，さらtこ
は自本人がこの領域に全く無関心な人種であるとは患わ
れない。この強烈な科学の世界の魅力に魂を奪われる学
生が必ず出てくるというのが私の信念である。
人生は二度と繰り返すことはできない。目先の利害に
とらわれないで，長い一生を知性の楽しみの世界に過す
のも有意義で、はないか。人生は共通一次のように第単に
得失は計算できないし，計算はむしろ有害無益である。
こういった思いをどうしたら，うまく学生諸君に伝える
ことができるであろうか。昨今の課題と髄みの lつであ
る。(編集委員長本田良行〕
